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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 　 　 　 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 　 評 価 用 洗 面 器 及 び そ の 製 造 方 法
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 　 排 水 口 が 分 割 さ れ る よ う に ボ ー ル 面 を 使 用 者 に 対 し て 垂 直 方 向 に ２ 分 割 し
、 一 方 の 分 割 面 は 他 方 の 分 割 面 と は 異 な る 表 面 性 質 を 有 す る 釉 薬 層 が 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 評 価 用 洗 面 器 。
【 請 求 項 ２ 】  前 記 一 方 の 分 割 面 に は 、 着 色 性 の 釉 薬 層 の み が 形 成 さ れ て お り 、 他 方 の 分
割 面 に は 着 色 性 の 第 一 の 釉 薬 層 と 、 前 記 第 一 の 釉 薬 層 表 面 に 被 覆 さ れ た 透 明 性 の 第 二 の 釉
薬 層 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 評 価 用 洗 面 器 。
【 請 求 項 ３ 】  前 記 一 方 の 分 割 面 に 形 成 さ れ た 着 色 性 の 釉 薬 層 の 厚 み は 、 前 記 他 方 の 分 割
面 に 形 成 さ れ た 第 一 の 釉 薬 層 の 厚 み と 第 二 の 釉 薬 層 の 厚 み と の 合 計 和 と 略 等 し い こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 評 価 用 洗 面 器 。
【 請 求 項 ４ 】  前 記 一 方 の 分 割 面 に は 、 着 色 性 の 釉 薬 層 の み が 形 成 さ れ て お り 、 他 方 の 分
割 面 に は 撥 水 処 理 さ れ た 着 色 性 の 釉 薬 層 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 評 価 用 洗 面 器 。
【 請 求 項 ５ 】  前 記 一 方 の 分 割 面 に は 、 着 色 性 の 第 一 の 釉 薬 層 と 、 前 記 第 一 の 釉 薬 層 表 面
に 被 覆 さ れ た 透 明 性 の 第 二 の 釉 薬 層 が 形 成 さ れ て お り 、 他 方 の 分 割 面 に は 撥 水 処 理 さ れ た
着 色 性 の 釉 薬 層 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 評 価 用 洗 面 器 。
【 請 求 項 ６ 】  請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 評 価 用 洗 面 器 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 そ の 方 法 は 、
マ ス キ ン グ 材 に よ り 洗 面 器 の ボ ー ル 面 を 形 成 す る 陶 器 素 地 表 面 の う ち の 前 記 他 方 の 分 割 面
を 覆 っ た 後 に 着 色 性 の 釉 薬 を 前 記 一 方 の 分 割 面 に 施 釉 し 、 そ の 後 に 前 記 マ ス キ ン グ 材 を 除
去 す る 工 程 、 マ ス キ ン グ 材 に よ り 洗 面 器 の ボ ー ル 面 を 形 成 す る 陶 器 素 地 表 面 の う ち の 前 記
一 方 の 分 割 面 を 覆 っ た 後 に 着 色 性 の 釉 薬 及 び 透 明 性 の 釉 薬 を こ の 順 で 前 記 他 方 の 分 割 面 に
施 釉 し 、 そ の 後 に 前 記 マ ス キ ン グ 材 を 除 去 す る 工 程 、 １ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ℃ の 温 度 で 焼 成
す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 評 価 用 洗 面 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】  請 求 項 ２ に 記 載 の 評 価 用 洗 面 器 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 そ の 方 法 は 、 洗 面 器
の ボ ー ル 面 を 形 成 す る 陶 器 素 地 表 面 に 着 色 性 の 釉 薬 を 施 釉 す る 工 程 、 マ ス キ ン グ 材 に よ り
洗 面 器 の ボ ー ル 面 の う ち の 前 記 一 方 の 分 割 面 を 覆 っ た 後 に 透 明 性 の 釉 薬 を 前 記 他 方 の 分 割
面 に 施 釉 し 、 そ の 後 に 前 記 マ ス キ ン グ 材 を 除 去 す る 工 程 、 １ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ℃ の 温 度 で



焼 成 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 評 価 用 洗 面 器 の 製 造 方 法 。
　 【 請 求 項 ８ 】  請 求 項 ４ に 記 載 の 評 価 用 洗 面 器 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 そ の 方 法 は 、 洗 面
器 の ボ ー ル 面 を 形 成 す る 陶 器 素 地 表 面 に 着 色 性 の 釉 薬 を 施 釉 す る 工 程 、 １ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０
０ ℃ の 温 度 で 焼 成 す る 工 程 、 マ ス キ ン グ 材 に よ り 洗 面 器 の ボ ー ル 面 の う ち の 前 記 一 方 の 分
割 面 を 覆 っ た 後 に 撥 水 剤 を 前 記 他 方 の 分 割 面 に 被 覆 す る 工 程 、 前 記 マ ス キ ン グ 材 を 除 去 す
る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 評 価 用 洗 面 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】  請 求 項 ５ に 記 載 の 評 価 用 洗 面 器 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 そ の 方 法 は 、 洗 面 器
の ボ ー ル 面 を 形 成 す る 陶 器 素 地 表 面 に 着 色 性 の 釉 薬 を 施 釉 す る 工 程 、 マ ス キ ン グ 材 に よ り
洗 面 器 の ボ ー ル 面 の う ち の 前 記 他 方 の 分 割 面 を 覆 っ た 後 に 透 明 性 の 釉 薬 を 前 記 一 方 の 分 割
面 に 施 釉 し 、 そ の 後 に 前 記 マ ス キ ン グ 材 を 除 去 す る 工 程 、 １ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ℃ の 温 度 で
焼 成 す る 工 程 、 マ ス キ ン グ 材 に よ り 便 器 の 便 鉢 面 の う ち の 前 記 一 方 の 分 割 面 を 覆 っ た 後 に
撥 水 剤 を 前 記 他 方 の 分 割 面 に 被 覆 し 、 前 記 マ ス キ ン グ 材 を 除 去 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴
と す る 評 価 用 洗 面 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】  前 記 マ ス キ ン グ 材 は 、 紙 及 び ／ 又 は テ ー プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ６ ～ ９ に 記 載 の 評 価 用 洗 面 器 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 評 価 用 洗 面 器 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
便 器 や 洗 面 器 の 表 面 に 防 汚 等 の 新 機 能 や 新 規 な 色 調 を 付 与 し た 場 合 、 そ の 機 能 比 較 を 行 う
場 合 に 、 従 来 は 従 来 品 と 開 発 品 の ２ つ の 製 品 を 作 製 し て 比 較 す る こ と に よ り 行 っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 機 能 比 較 の 場 合 、 着 色 又 は 外 観 上 の 質 感 等 の 比 較 を す る 場 合 、 視 感 で
の 判 断 は つ き に く く 、 ま た 、 汚 れ の 付 着 具 合 等 に お い て も わ か り に く か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
又 、 陶 器 製 の 便 器 又 は 洗 面 器 を 焼 成 す る 際 、 窯 の 焼 成 位 置 或 い は 条 件 が 異 な る 為 、 上 記 個
々 の 製 品 を 比 較 す る に は 前 記 窯 条 件 の バ ラ ツ キ も 考 慮 し な け れ ば な ら ず 、 完 全 な 同 一 ロ ッ
ト で の 比 較 が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 で は 上 記 事 情 に 鑑 み 、 窯 条 件 の バ ラ ツ キ を 考 慮 す る こ と な く 、 洗 面 器 の 表 面 に 防 汚
等 の 新 機 能 や 新 規 な 色 調 を 付 与 し た 場 合 に 簡 単 に そ の 機 能 比 較 を 行 う こ と を 可 能 と す る 便
器 、 洗 面 器 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 で は 、 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 、 排 水 口 が 分 割 さ れ る よ う に ボ ー ル 面 を 使 用 者 に 対 し
て 垂 直 方 向 に ２ 分 割 し 、 一 方 の 分 割 面 は 他 方 の 分 割 面 と は 異 な る 表 面 性 質 を 有 す る 釉 薬 層
が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 評 価 用 洗 面 器 を 提 供 す る 。 そ う す る こ と に よ り 、 洗 浄
水 を ボ ー ル 面 に 流 し た と き に 、 使 用 者 の 位 置 か ら 簡 単 に 色 調 や 防 汚 性 能 等 の 表 面 性 質 の 違
い を 認 識 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 一 実 施 態 様 に お い て は 、 前 記 一 方 の 分 割 面 に は 、 着 色 性 の 釉 薬 層 の み が 形 成 さ れ
て お り 、 他 方 の 分 割 面 に は 、 着 色 性 の 第 一 の 釉 薬 層 と 、 前 記 第 一 の 釉 薬 層 表 面 に 被 覆 さ れ
た 透 明 性 の 第 二 の 釉 薬 層 が 形 成 さ れ て い る よ う に す る 。 こ う す る こ と に よ り 、 他 方 の 分 割
面 に お け る 防 汚 性 能 の 優 位 性 を 確 実 に 認 識 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 態 様 に お い て 、 前 記 一 方 の 分 割 面 に 形 成 さ れ た 着 色 性 の 釉 薬 層 の 厚 み は 、 前 記 他 方 の
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分 割 面 に 形 成 さ れ た 第 一 の 釉 薬 層 の 厚 み と 第 二 の 釉 薬 層 の 厚 み と の 合 計 和 と 略 等 し い よ う
に す る の が 好 ま し い 。 そ う す る こ と に よ り 、 評 価 が よ り 公 平 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 態 様 の 洗 面 器 を 製 造 す る １ つ の 方 法 は 、 例 え ば 、 マ ス キ ン グ 材 に よ り 洗 面 器 の ボ ー ル
面 を 形 成 す る 陶 器 素 地 表 面 の う ち の 前 記 他 方 の 分 割 面 を 覆 っ た 後 に 着 色 性 の 釉 薬 を 前 記 一
方 の 分 割 面 に 施 釉 し 、 そ の 後 に 前 記 マ ス キ ン グ 材 を 除 去 す る 工 程 、 マ ス キ ン グ 材 に よ り 洗
面 器 の ボ ー ル 面 を 形 成 す る 陶 器 素 地 表 面 の う ち の 前 記 一 方 の 分 割 面 を 覆 っ た 後 に 着 色 性 の
釉 薬 及 び 透 明 性 の 釉 薬 を こ の 順 で 前 記 他 方 の 分 割 面 に 施 釉 し 、 そ の 後 に 前 記 マ ス キ ン グ 材
を 除 去 す る 工 程 、 １ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ℃ の 温 度 で 焼 成 す る 工 程 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 態 様 の 洗 面 器 を 製 造 す る 他 の 方 法 は 、 例 え ば 、 洗 面 器 の ボ ー ル 面 を 形 成 す る 陶 器 素 地
表 面 に 着 色 性 の 釉 薬 を 施 釉 す る 工 程 、 マ ス キ ン グ 材 に よ り 洗 面 器 の ボ ー ル 面 の う ち の 前 記
一 方 の 分 割 面 を 覆 っ た 後 に 透 明 性 の 釉 薬 を 前 記 他 方 の 分 割 面 に 施 釉 し 、 そ の 後 に 前 記 マ ス
キ ン グ 材 を 除 去 す る 工 程 、 １ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ℃ の 温 度 で 焼 成 す る 工 程 を 行 う 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 に お い て は 、 前 記 一 方 の 分 割 面 に は 、 着 色 性 の 釉 薬 層 の み が 形 成 さ
れ て お り 、 他 方 の 分 割 面 に は 撥 水 処 理 さ れ た 着 色 性 の 釉 薬 層 が 形 成 さ れ て い る よ う に す る
。 こ う す る こ と に よ り 、 ２ つ の 分 割 面 に お け る 防 汚 性 能 の 比 較 を 確 実 に 認 識 で き る よ う に
行 え る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 撥 水 剤 に は シ リ コ ー ン 樹 脂 、 フ ッ 素 樹 脂 、 フ ル オ ロ シ ラ ン 系 樹 脂 等 が 好 適 に 利 用 で き る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 態 様 の 洗 面 器 を 製 造 す る １ つ の 方 法 は 、 例 え ば 、 洗 面 器 の ボ ー ル 面 を 形 成 す る 陶 器 素
地 表 面 に 着 色 性 の 釉 薬 を 施 釉 す る 工 程 、 １ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ℃ の 温 度 で 焼 成 す る 工 程 、 マ
ス キ ン グ 材 に よ り 洗 面 器 の ボ ー ル 面 の う ち の 前 記 一 方 の 分 割 面 を 覆 っ た 後 に 撥 水 剤 を 前 記
他 方 の 分 割 面 に 被 覆 す る 工 程 、 前 記 マ ス キ ン グ 材 を 除 去 す る 工 程 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 に お い て は 、 前 記 一 方 の 分 割 面 に は 、 着 色 性 の 第 一 の 釉 薬 層 と 、 前
記 第 一 の 釉 薬 層 表 面 に 被 覆 さ れ た 透 明 性 の 第 二 の 釉 薬 層 が 形 成 さ れ て お り 、 他 方 の 分 割 面
に は 撥 水 処 理 さ れ た 着 色 性 の 釉 薬 層 が 形 成 さ れ て い る よ う に す る 。 こ う す る こ と に よ り 、
一 方 の 分 割 面 に お け る 防 汚 性 能 の 優 位 性 を 確 実 に 認 識 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 態 様 の 洗 面 器 を 製 造 す る １ つ の 方 法 は 、 例 え ば 、 洗 面 器 の ボ ー ル 面 を 形 成 す る 陶 器 素
地 表 面 に 着 色 性 の 釉 薬 を 施 釉 す る 工 程 、 マ ス キ ン グ 材 に よ り 洗 面 器 の ボ ー ル 面 の う ち の 前
記 他 方 の 分 割 面 を 覆 っ た 後 に 透 明 性 の 釉 薬 を 前 記 一 方 の 分 割 面 に 施 釉 し 、 そ の 後 に 前 記 マ
ス キ ン グ 材 を 除 去 す る 工 程 、 １ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ℃ の 温 度 で 焼 成 す る 工 程 、 マ ス キ ン グ 材
に よ り 便 器 の 便 鉢 面 の う ち の 前 記 一 方 の 分 割 面 を 覆 っ た 後 に 撥 水 剤 を 前 記 他 方 の 分 割 面 に
被 覆 し 、 前 記 マ ス キ ン グ 材 を 除 去 す る 工 程 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
マ ス キ ン グ 材 に は 、 例 え ば 、 紙 及 び ／ 又 は テ ー プ が 好 適 に 利 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 実 施 例 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ １ ８ 】
表 １ の 組 成 か ら な る 釉 薬 原 料 ２ Ｋ ｇ と 水 １ Ｋ ｇ 及 び 球 石 ４ Ｋ ｇ を 、 容 積 ６ リ ッ ト ル の 陶 器
製 ポ ッ ト に 入 れ 、 レ ー ザ ー 回 折 式 粒 度 分 布 計 を 用 い た 粉 砕 後 の 着 色 性 釉 薬 ス ラ リ ー の 粒 度
測 定 結 果 が 、 １ ０ μ ｍ 以 下 が ６ ５ ％ 、 ５ ０ ％ 平 均 粒 径 （ Ｄ ５ ０ ） が ６ ． ５ μ ｍ 程 度 に な る
よ う に 、 ボ ー ル ミ ル に よ り 粉 砕 を 行 っ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ れ と は 別 に 、 表 １ の 組 成 か ら な る 原 料 か ら 、 乳 濁 剤 で あ る ジ ル コ ン （ Ｚ ｒ Ｓ ｉ Ｏ 4） と
顔 料 を 除 い た も の と 、 非 晶 質 釉 薬 と を 、 両 者 の 合 計 和 に 対 す る 非 晶 質 釉 薬 の 割 合 が ５ ０ ～
９ ９ 重 量 ％ に な る よ う に 調 整 し た 釉 薬 原 料 ２ Ｋ ｇ と 水 １ Ｋ ｇ 及 び 球 石 ４ Ｋ ｇ を 、 容 積 ６ リ
ッ ト ル の 陶 器 製 ポ ッ ト に 入 れ 、 レ ー ザ ー 回 折 式 粒 度 分 布 計 を 用 い た 粉 砕 後 の 透 明 性 釉 薬 ス
ラ リ ー の 粒 度 測 定 結 果 が 、 １ ０ μ ｍ 以 下 が ６ ７ ％ 、 ５ ０ ％ 平 均 粒 径 （ Ｄ ５ ０ ） が ６ ． ０ μ
ｍ に な る よ う に 、 ボ ー ル ミ ル に よ り 粉 砕 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 珪 砂 、 長 石 、 粘 土 等 を 原 料 と し て 調 製 し た 衛 生 陶 器 素 地 泥 漿 を 用 い て 、 衛 生 陶 器 を
成 形 し 、 そ の 陶 器 素 地 表 面 に ま ず 、 前 記 着 色 性 釉 薬 を 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 上 記 着 色 性 釉 薬 表 面 に つ い て 、 左 右 対 称 の 左 側 に 紙 及 び ／ 又 は テ ー プ で 表 面 を 被 覆
し 、 上 記 透 明 性 釉 薬 を 塗 布 し た 後 、 紙 及 び ／ 又 は テ ー プ を 剥 ぎ 取 る 。 そ の 後 １ ０ ０ ０ ～ １
３ ０ ０ ℃ で 焼 成 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
焼 成 し て 得 ら れ た 焼 成 品 の ボ ー ル 内 に 疑 似 汚 物 を 塗 り 、 水 洗 を 実 施 す る と 着 色 性 釉 薬 表 面
に 疑 似 汚 物 が 残 り 、 透 明 性 釉 薬 表 面 で は 残 ら ず 流 れ 落 ち た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に 、 上 記 衛 生 陶 器 表 面 に お い て 、 着 色 性 釉 薬 と 透 明 性 釉 薬 で は 光 沢 及 び 平 滑 性 に つ い
て 、 透 明 性 釉 薬 表 面 が 良 好 で あ る と 言 う こ と が 、 目 視 に て 容 易 に 把 握 で き た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 着 色 、 外 観 上 の 質 感 及 び 平 滑 性 等 の 比 較 相 対 評 価 が 視 感 に よ り 容 易 に 評
価 で き る よ う に な る 。 又 、 表 面 の 汚 物 付 着 等 の 試 験 に お い て も 、 よ り 鮮 明 に 比 較 評 価 で き
る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に て 疑 似 汚 物 を 塗 布 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
本 発 明 の 実 施 例 に て 疑 似 汚 物 を 洗 浄 し た 後 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ． 衛 生 陶 器
２ ． 第 一 の 釉 薬 表 面 （ 着 色 性 釉 薬 表 面 ）
３ ． 第 二 の 釉 薬 表 面 （ 透 明 性 釉 薬 表 面 ）
４ ． 疑 似 汚 物
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